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講 演 要 旨

「マリモの保全活動を通じて学んだこと」

20世紀を通じて衰退を続け、絶滅の可能性が懸念されて
いた特別天然記念物「阿寒湖のマリモ」の保全対策の確立を

求められて、1991年に阿寒湖に学芸員として赴任しました。
以来、「調査研究」「教育普及」「保護管理」の３つを指針として
業務を幅広く展開しています。「神秘の生物」とも称されるマリモ
の生態は謎に包まれ、当初は暗中模索を余儀なくされましたが、減少
原因、生長条件、保全対象の明確化、生態と形態が多様化する機序、
球形化の機序といった一連の調査研究課題を一つ一つクリアする中で、
生物としての実態が少しずつ明らかになってきました。こうした基礎
的な知見を整えた上で、保全対策を実行に移すための組織の立ち上げ
や、その担い手を育成するためのプログラムの構築といった体制
整備を進め、ようやく「マリモの保全」というゴールが見通せる
ようになりました。

どこにも答が用意されていない状況で、どうやって目標達成
のための課題を設定し、解決するのか。国内外の多くの
共同研究者や市民ボランティアとの協働を通じて学んだ
「グローバルに考え、ローカルに活動する」実践例

を紹介したいと思います。


